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％神奈川県川崎市  Q3.2.    まちなみ・景観への配慮（施設ボリュームの分節、地域に調和する勾配屋根と企業アイデンティティ） 

LR1.1.    建物の熱負荷抑制（コンパクトダブルスクリーン、バルコニーによる日射抑制、屋上ルーバー） 

LR1.2.    自然エネルギー利用（クールピット、雨水貯留による散水利用、自然採光、昼光照明器具） 

LR1.3.    設備システムの高効率化（半間接型照明、初期照度補正、高効率熱源システム、ドラフトの風量抑制） 

LR2.2.    非再生性資源の使用量削減（サッシュのユニット化、外壁PC板、グリーン調達、エコマーク） 

LR3.1.    地球温暖化への配慮（LCCO2削減） 
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※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

CASBEE評価省エネルギー性能

南側全景 

計画概要 

本プロジェクトは、川崎事業所内に散在する食品研究開発

部門を集約し、個々の｢知｣の集積と､最先端の創造的研究

開発を行うことを意図している。 

■ まちなみ・景観への配慮 

食品会社として開かれた親しみのある施設とするため、ガ

ラスカーテンウォールによる透明感と、周辺地域との調和

を意図して建物ボリュームの分節化を図っている。また、

家を連想させる勾配屋根の形状として親しみやすいイメー

ジを表現し、清潔感のある白を基調とした外装にすること

で、街並に新たな景観を創出している。 

■ 建物の熱負荷抑制 

南側に設けられた実験室は「食」の研究開発に相応しい、

明るいオープンキッチンともいえる実験環境を提供してい

る。一方で、実験室としての適切な温熱環境を実現するた

めに、ダブルスキンカーテンウォールシステムのコンパク

トダブルスクリーン（T-Façade Air）を採用し、開放性と

快適性の両立を図っている。また、北側の研究居室は個人

での集中したワークエリアとして、あえて開口を抑え、コ

ンセントレーションに最適なスペースを提供している。こ

のランダムに開けられた開口部は、北側の冷輻射の低減と

鉄道騒音対策にも貢献している。さらに南側のリサーチ

ガーデンに面するコミュニケーションスペースは、交流ス

ペースとしての開放感と日射抑制を実現するため、出幅を

考慮したバルコニーを設けている。 

■ 自然エネルギー利用 

自然の恵みを大切にする企業理念を踏まえ、自然エネル

ギーを活用したクールピット、雨水の散水利用、昼光セン

サーによる自然光の積極的な利用等の技術を導入し、環境

への取り組み姿勢を表現している。 

■ 設備システムの効率化 

研究居室では半間接照明により視覚的な明るさを確保しつ

つ、実照度を低減し、省エネ化を図っている。ドラフト

チャンバーは、排気風量に応じて供給量を可変し、外調エ

ネルギー削減を行っている。 

 

設計担当者 

統括：芝山哲也／建築：三橋啓史、﨏真介／構造：篠崎洋三、笹井弘雄、渡辺征晃／

設備：加藤美好、岩村卓嗣／電気：遠藤晃 配置図兼２階平面図 

＜季節に応じた温熱コントロール＞ 

・夏は換気縦方立部分を開放することで二重サッシの間に外気を通

　して熱負荷を排出している。 

・冬は換気方立部分を閉鎖することで二重サッシの温室効果を利用

　した快適な環境づくりを行っている。 

＜電動ブラインドによる日射コントロール＞ 

・自動制御の電動ブラインドにより日照に応じた採光のコントロー

　ルを行い、常に最適な光環境を保ち続けている。 

＜薄型化＞ 

・従来のダブルスキンシステムに対して約1/3に薄型化し(奥行き　 

　220ｍｍ)、室内の有効面積を大幅に拡大している。 

＜ユニット化＞ 

・ユニット化による短工期化と、軽量化を実現している。 

南側リサーチガーデンに面してバルコニーを設置し、アメニ

ティスペースを提供すると共に、夏場の日射を遮り、空調負

荷を軽減し、冬には日射を取り込むことで快適なコミュニ

ケーションスペースを提供している。 

研究居室への外気の導入を年間を通して温度がほぼ一定な免

震層内を介して行うことにより、夏は外気の予冷、冬期は外

気の予熱を行い、空調エネルギーの削減を図っている。 

クールピット断面図／平面図 

研究居室は、既製品の露出型照明器具にパンチングメタルの

セードを取り付けることで半間接型の照明とし、天井面の明

るさ感を出しつつ、平均照度350lx程度に抑え、机上面とパ

ソコンモニターの輝度を合わせることで、眼の疲れにくい光

環境とし、さらに使用電力も低減している。 

モデルによる年間冷暖房負荷検討 

タスク＆アンビエント照明 

タスク＆アンビエント照明 

コンパクトダブルスクリーン 

クールピットの採用による空調負荷の軽減 

バルコニーによる日射負荷の低減（南側リサーチガーデン） 

北側全景 

 


